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あじま～
情報交差点・心と心の交わり

大宜味村教育委員会

電話４４－３００６

FAX ４４ー３０２０

　またまた大宜味小５年生の快挙です！

　この度、５年生が第 59 回沖縄教育版画コンクールに共同作成で応募した作品が特選を受賞しま

した！

　版画のテーマは「大宜味の自然」。大宜味の魅力である生きものや木、ぶながや、芭蕉、シークヮー

サーなどを１つの版画に表しています。

　大きな作品を作るのはとても大変でまず、一人一人が描いた下絵を黒板に貼り、１つの絵を作っ

てから彫る作業にかかり、隣同士で何回も合わせて確認しながら彫り進めました。

　作業をふり返り、玉元花芽さんは「葉っぱを彫るのが難しかった」、山上蛍太さんは「それぞれ

で作り、１つの絵にするのが難しかった」と話しまし

た。一人一人の版画を合わせて最後に１つの大きな作

品が完成。特選の報告に金城杏奈さんは「絵ができた

時は達成感があった」、我那覇夢貴さんは「頑張った

なと思った」と喜びました。

　５年生全員で力を合わせて作った作品。神里陽菜乃

さんは「たくさん時間をかけて作った。まずは家族に

見てもらいたい、世界の人にも見せたい」と呼びかけ

ました。

大宜味小５年生、第 59 回沖縄教育版画コンクール 大宜味小５年生、第 59 回沖縄教育版画コンクール

大宜味の魅力を大きな版画に詰め込んで…

特選祝
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２中３三線発表会・発掘調査説明会

　２月９日（水）、大宜味中学校３年生が音楽の授業で先月から練習を行ってきた三線「安波節」の発

表会が行われました。

　あじま～２月号で練習の模様はお伝えしていましたが、いよいよ集大成を見せる場となりました。具

志堅校長先生や知花教頭先生、アナ先生などギャラリーが集まる中、演奏がスタート。みんなで素晴ら

しい演奏を奏でてくれました。

　指導にあたった吉田春子先生は「三線と言うと習っている人たちが代表で演奏するものと思われがち

だけど、今回は全員が主役で同じ舞台に立った。練習では友達同士で教え合っておりその姿が素晴らし

かった。はちさん、吏勇さんが先頭を切って声を出しみんなを引っ張ってくれた。わずかな練習期間だっ

たが、みんなよく覚えてくれた。本当に素晴らしい演奏。　今回の授業は沖縄の伝統芸能である三線を

学ぶいい機会になったと思う。一緒に指導にあたった杏実先生や毎回ちんだみしてくれた姿野先生にも

感謝したい」と喜びました。

　経験者も初心者も入り混じっての演奏。３年生の気持ちが１つになった素晴らしい発表会でした。

みんなの気持ちを合わせて唄を奏でる…　大宜味中３年生三線発表会

大兼久遺跡緊急発掘調査住民現場説明会
　大宜味村役場新庁舎建設に伴い、7月から１月にかけて村教育委員会が主体となり、大兼久遺跡の緊

急発掘調査が実施されており、去った 2月 18 日（金）に大宜味村在住の方を対象に現場説明会を実施

しました。あいにくの雨で説明会は大宜味村役場旧庁舎内で行い、雨の合間を見て現場を見ていただき

ました。説明会では文化財担当者による発掘調査の意義や調査の方法、今回の調査での成果を出土した

土器や現場での写真を見せながら説明をしました。

　今回の調査は弥生から平安時代相当の遺跡を発掘しており、その当時の土器などが出土しました。ま

た新たな発見があり、縄文時代相当の土器や当時使用されていたと想定される遺構（集石遺構）が発見

され、遺構内から出た炭を年代測定にかけると約 3300 年前の遺構とわかりました。これは大宜味村で

は最も古い人々の生活の痕跡です。今後は調査成果を更に詳しく調べ、整理し、発掘調査報告書として

村内や県内外の行政機関へ配布する予定です

３ カラキ贈呈・中１味噌づくり

　２月 16 日（水）、北部農林高校の食品化学科２年の具志堅永愛（とわ）さん、宮城策太（さくた）さん、

１年生の石倉歌笑（うたら）さん、川満大輔先生が大宜味村教育委員会に訪れ、大宜味村産のカラキを使っ

た特産品の商品開発への取り組みについてプレゼンテーションを行いました。

　大宜味村では平成 28 年度からカラキ活用推進事業を行っており、辺士名

高校、北部農林高校と連携しカラキの商品開発も行っています。

　北部農林高校では大宜味村産のカラキについて栽培農家での研修や新商

品の開発、製造研究や普及活動などを行っており、カラキ粉末の研究では

より鮮やかな色で上質な香りを出せるカラキ粉末を作り出すことにも成功。

　持続的な地域づくりを目的に子どもたちにカラキのことを知ってもらい

たいとカラキを学校給食のメニューとして出せないかと教育委員会、給食

センターに相談があり、高校生の思いに一緒にカラキの研究をしている栽

培農家の宮城美和子さんもこれに賛同。今回、給食センターにカラキ粉末

を贈呈するという運びになりました。

　カラキ粉末は 18 日の小・中学校の給食でカラキトーストになって登場！

１年生の教室では「甘くておいしい」「いいにおいがする」と大好評♪み

んなニコニコで美味しくいただきました。

北農生のみなさん、美和子さんありがとうございます。

カラキで地域活性化！北農生が貢献、給食にカラキを　給食センターにカラキ粉末贈呈

身近な食材で食育を…　大宜味中１年生味噌づくり

　２月24日（木）、大宜味中学校１年生が味噌づくりを体験しました。

JA 大宜味支店で開かれた今回の味噌づくり。

　この日は JA 大宜味女性部から 10 名も応援に駆け付け生徒たちと

一緒に味噌づくりを進めました。

　通常は３日かかる味噌づくりですが、今回は米麹と塩と大豆の

たった３種類、しかも授業時間内に作ります。ポイントは「優しく

大豆を潰すこと」。ここでの作業が美味しい味噌のカギとなります。

指や拳で潰したり、麺棒で優しく叩いたり、作業は簡単ですがすべての材料を細かく潰して混ぜるのはなかなか根

気のいる作業です。そしてすべて潰したら、家に持ち帰り、冷暗所で３か月間寝かせます。

　この日の作業を終え藤田大洋くんは「味噌を作るのは大変だと思ったけれど、

楽しく簡単にできた。味噌ができあがったらみそ汁にしてご飯と一緒に食べた

い。今日はありがとうございました」とお礼を述べました。

　JA 大宜味支店の嘉陽早志支店長は「JA では毎年食育の一環として中学生と一

緒にダンボール窯でピザづくりなど行っている。今年は手づくり味噌。小中学

校の給食では女性部が作った手づくり味噌が使われており、子どもたちにも馴

染みがある。味噌と言う身近な食材を自分たちで作ることで食育につなげられ

たら嬉しい」と話しました。３か月後の完成を楽しみに待っていてください。
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４わんぱく体験団④WANPAKU 2022 Olympic

第４弾 「WANPAKU 2022 Olympic」北京より盛り上がれ！

　2月 22 日 （火）、 わんぱく体験団第４弾 「WANPAKU 2022 Olympic」 が開催されました。

　まだ４回目なのに最後の活動。 ちょうど北京オリンピックも開催されたことなので、 まん延防止等重点措置が解除され

るとともにわんぱくでもオリンピックを開くこととなりました。

　わんぱくオリンピックでは頭も体もフル回転で挑みます。 スポーツだけでなく絵を描いたり、 テストをしたり、 センス良く写

真を撮ったりわんぱくたちのいろいろな才能が発揮される祭典の始まりです。

令和３年度わんぱく体験団

　まずは５色綱引きから。 今回は特別に 10 本綱引きです。 自分の陣地に多く引き入れるためには力だけでなくどんな風

に取っていくかチーム内で作戦も必要です。 一人で一度に３本も取る強者もおり、 なかなかの作戦を見せてくれました。

次はしっぽとり。 ２分間走りっぱなしの競技を３回も続けられるわんぱくたちの体力に拍手！

　体も温まったところで、 テニポン、 卓球、 的あて、 フリースローに分かれて各々での種目へ。 今回のオリンピックは団体

戦、 個人戦があり、 同じチームでも仲間になったりライバルになったりします。

　スポーツ競技が終わりお腹もすいてきたところで夕飯タイムです。 それぞれイチオシのカップラーメンを美味しそうにすすりま

した。 おなかも満たされたところでオリンピック第２部の開催です。 第２部は頭を主に使います。

　撮影大会や右脳テスト、 お絵かき、 ３文字言葉づくり、 ソフトバレーとフリースローのラリーなど、 ひらめき力やチームでの協

力も必要となります。 意外な才能を発揮したり、 チームのみんなを笑わせたり盛り上がりました。

　最後の種目はぞうきんリレー。 チームで気持ちを１つにするとともに今日使った体育館をきれいにしました。

　いよいよ結果発表です！

　団体戦１位は 「ラッキー５」。 個人戦１位りゆさん、 ２位太朗さん、 ３位琉彩さ

んとなりました。 拍手！！

　なかなかの接戦でした。 みんなよく頑張りました。

　最後は修了式。 コロナで思うように活動はできませんでしたが、 それでも頑張っ

たわんぱくたちに修了証書をおくりました。 最後まで楽しくできた今年度の活動。

わんぱくはたくさんの人の協力で成り立っています。 保護者を始め応援団のみなさ

ん、 スタッフ、 そして団員のみなさん、 今年度も１年ありがとうございました！！

５

図書室情報 №31　2022 年（令和４年）３月
大宜味村図書室（旧大宜味小学校２F：村史編纂係内）

大宜味村字大宜味１番地　0980-44-3009　

利用状況累計

〇来室者数…のべ 1,433 人

〇貸出冊数…2,682 冊

〇登録者数…１０９人

★現在の蔵書数…6,449 冊

新しい沖縄県立図書館の本は３月中旬から貸出予定です。

２月の統計（2/24 まで）

〇来室者数…のべ 7 人

〇貸出冊数…20 冊

３月図書室カレンダー　閉室日 ：

新入生・保護者説明会・教委だより・図書情報

　来室の際はマスクの着用、手指の消毒、でき

るだけ少人数でのご利用をお願いします。体調

の優れない方は来室を控えてください。

～教育委員会　会議だより～
　　令和３年度　第１回総合教育会議　　令和４年２月９日（水）午後２時　開催

≪審議事項≫

 大宜味村教育大綱（令和３年度～令和６年度）　　　　《原案可決》

 令和４年度教育予算について　　　　　　　　　　　 《原案可決》　

　　

※　総合教育会議とは

　　地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき教育大綱の策定の協議及び教育、学術及び文

　　化の振興を図るため重点的に講ずべき施策や児童、生徒の緊急の場合に講ずべき措置の協議を行

　　う。（総合教育会議は村長が招集する）　

　

※　大宜味村教育大綱は教育委員会において閲覧できます。

会議で決定した事項をお知らせします。

１年生になるまでの準備　楽しい学校生活を送るため　新入生・保護者説明会

日 月 火 水 木 金 土 

  １ ２ ３ ４ ５ 

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ 

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ 

２７ ２８ ２９ ３０ ３１   
沖縄県立図書館の本を大宜味村図書室で

貸出・返却できる協力貸出サービスが利用

できます！！　　　くわしくは図書室まで

　２月 10 日（水）に大宜味中学校で令和４年度新入生・保護者入学説明会、18 日（金）に大宜味小学校

で令和４年度新入生保護者説明会が行われました。

　中学校の説明会には４月から新１年生となる児童たちも参加。中学校の先生から小学校までとは異なる

学校生活と心得について話を聞いた後、ジャージや体育着、体育館シューズのサイズ合わせをしました。

　小学校の説明会では、楽しい学校生活がスタートできるよう入学までに用意するものや、家庭での生活

習慣などを養護教諭や１年生の先生から説明されました。

　入学まであと１か月。楽しみも不安もあると思いますが、楽しい学校生活をスタートできるようしっか

りと準備を進めていきましょう！



６

村史編さんだより
第 131 号　2022 年 3 月 1 日　大宜味村村史編纂係４４－３００９　

村史編さんだより

江洲は、1959（昭和 34）年、琉球政府の開拓計画でイーシウフドウ

（江洲大堂）に入植がはじまり、1962（昭和 37）年に行政区“江洲”として独立した戦後の開拓集落です。

新しくできた集落ということもあり、昔の写真がなかなか出てこなかったのですが、沖縄県公文書館所蔵「復命書 宮古開

拓地高野開拓団、八重山石垣各移住地区、大宜味大保開拓団」（琉球政府経済局農地課作成 /1964 年）という資料の中に

江洲の写真がありましたのでご紹介します。開拓当時の生活や農業の様子が分かる貴重な記録です。

入植当時の江洲のくらし

江洲の全景 パイン畑 通学路（高校生）

畑仕事 後方に販売用の薪の山が見える さとうきび畑

江洲の子供たち 江洲の子供たち 簡易的な豚小屋

水牛を使って農業 水牛を使って農業 豚舎

売店 ブロック造り 茶園
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７ 村史編さんだより
（※訳文は大意を記す。 浅学につき御笑覧の上、 御教授請う　文責 ：新城）
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一
時
寄
留
の
名
義
に
於
て
な
す
︒
こ
れ
を
居
住
人
と
唱

　
　

う
︒
故
に
村
に
は
地
人
︑居
住
人
の
別
あ
り
て
そ
の
居
住
人
が
間
切
︑村
に
対
す
る
権
利
︑

　
　

義
務
共
に
甚
だ
薄
弱
な
り) 

に
応
じ
て
現
人
夫
を
賦
課
し
て
仕
立
を
な
す
︒

　

二
︑
国
頭
郡
に
於
け
る
杣
山
仕
立
費
の
負
担

　

イ
︑
恩
納
間
切
は
各
村
共
に
地
人
︑
居
住
人
を
問
わ
ず
十
五
歳
以
上
五
十
歳
以
下
の
男
女

　
　

総
人
口
に
現
人
夫
を
賦
課
す
︒
但
し
吏
員
は
そ
の
夫
役
を
免
除
せ
ら
る
︒

　

ロ
︑
名
護
間
切
は
村
に
依
り
て
そ
の
賦
課
法
二
様
あ
り
︒
即
ち
甲
は
現
人
夫
を
宅
地
に
賦

　
　

課
し
乙
は
こ
れ
を
持
地(

村
よ
り
配
当
し
た
る
土
地)

に
賦
課
す
︒
も
っ
と
も
居
住
人

　
　

に
対
し
て
は
現
人
夫
を
課
せ
ず
し
て
受
銭
な
る
も
の
を
出
さ
し
む
る
村
あ
り
︒
或
は
毎

　
　

戸
一
人
ず
つ
の
現
夫
を
出
さ
し
む
る
所
あ
り
︒
又
或
は
そ
の
家
の
強
弱
に
応
じ
て
適
当

　
　

の
人
夫
を
出
さ
し
む
る
所
あ
り
︒

　

ハ
︑
今
帰
仁
間
切
は
村
の
強
弱
︑
人
口
の
多
寡
︑
耕
地
の
広
狭
等
酌
料
し
て
頭
札
な
る
も

　
　

の
を
定
め
現
人
夫
を
こ
の
頭
札
に
賦
課
す
︒

　

ニ
︑
羽
地
間
切
各
村
は
す
べ
て
地
人
居
住
人
を
問
わ
ず(

吏
員
を
除
く)

十
歳
以
上
の
男

　
　

女
総
人
口
に
賦
課
す
︒

　

ホ
︑
大
宜
味
間
切
は
地
人
の
十
五
歳
以
上
五
十
歳
迄
の
男
子
に
現
夫
を
賦
課
し
︑

　
　
居
住
人
に
は
人
夫
加
勢
と
称
し
て
現
夫
を
寄
付
せ
し
む
︒
（
大
宜
味
間
切
は
地
人
の

　
　

十
五
歳
か
ら
五
十
歳
ま
で
の
男
子
に
無
償
労
働
を
課
し
、
居
住
人
に
は
人
夫
加
勢
と
称
す
る
有
志

　
　

の
無
償
労
働
を
呼
び
掛
け
た
）

　

へ
︑
国
頭
間
切
の
現
人
夫
賦
課
方
法
は
村
に
依
り
二
様
あ
り
︒
一
は
十
五
歳
以
上

　
　

五
十
歳
ま
で
の
男
子(

居
住
人
も
含
む)

に
賦
課
し
︑
一
は
そ
の
村
の
正
頭
数

　
　

(

今
帰
仁
間
切
の
所
謂
頭
札)

に
賦
課
す
︒

　

ト
︑
久
志
間
切
は
男
十
五
歳
以
上
女
十
四
歳
以
上
五
十
歳
ま
で
の
人
口
に
賦
課
す
︒

し
か
し
て
地
入
︑
居
住
人
の
区
別
を
設
け
ず
︒

　

チ
︑
金
武
間
切
も
二
様
あ
り
︒
即
ち
十
五
歳
以
上
三
十
五
歳
ま
で
の
現
住
男
子
に

　
　

賦
課
す
る
村
あ
り
︒
或
は
十
五
歳
以
上
四
十
歳
乃
至
五
十
歳
ま
で
の
現
住
男
女

　
　

に
賦
課
す
る
所
あ
り
︒
共
に
吏
員
は
そ
の
賦
課
を
免
除
せ
ら
る
︒

　

仕
立
費
中
の
現
人
夫
は
右
の
方
法
に
て
賦
課
す
︒
し
か
し
て
仕
立
に
要
す
る
種
苗

も
又
村
民
よ
り
徴
収
す
る
も
の
に
し
て
︑
そ
の
賦
課
の
方
法
現
人
夫
賦
課
と
同
一
な

る
を
以
て
そ
の
慣
例
を
列
記
す
る
こ
と
を
略
す
︒
つ
い
で
に
保
護
︑
管
理
に
関
す
る

費
用
に
付
き
付
記
す
べ
し
︒
即
ち
そ
の
費
用
中
現
人
夫
に
関
す
る
も
の
は
以
上
の
慣

例
と
同
一
に
し
て
︑
金
銭
は
間
切
︑
島
議
会
の
決
議
に
よ
り
間
切
︑
島
税
を
以
て
支

弁
せ
り
︒

　

右
の
慣
例
中
将
来
な
お
そ
の
存
続
を
要
す
べ
き
も
の
あ
る
と
共
に
︑
改
良
を
促
す

べ
き
点
又
少
な
か
ら
ざ
る
べ
し
︒
し
か
し
て
仕
立
費
補
助
金
の
如
き
は
そ
の
分
配
方

法
常
に
一
定
せ
る
を
以
て
例
え
間
切
︑
村
の
管
林
事
業
拡
張
す
る
も
こ
れ
を
増
加
す

る
こ
と
を
得
ざ
れ
ば
︑そ
の
事
業
縮
小
す
る
も
又
こ
れ
を
減
額
す
る
こ
と
能
わ
ず
︒（
右

の
慣
例
中
に
は
改
良
す
べ
き
点
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
仕
立
費
補
助
金
と
い
う
も
の
は
分
配
方
法

が
決
ま
っ
て
お
り
、
間
切
、
村
の
管
林
事
業
に
増
減
が
あ
っ
た
場
合
で
も
補
助
金
の
増
減
は
で
き
な
い

よ
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
）

　

こ
の
如
き
は
補
助
の
実
効
を
奏
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
べ
し
︒
造
林
費
賦
課
の
如
き

間
切
︑
村
の
異
な
る
に
従
っ
て
ま
ち
ま
ち
一
定
せ
ず
︒
甚
だ
し
き
は
等
し
く
住
民
に

し
て
地
人
な
る
も
の
は
こ
れ
を
負
担
し
︑
居
住
人
は
そ
の
義
務
を
負
わ
ざ
る
が
如
き

は
又
穏
当
の
方
法
に
あ
ら
ず
し
て
監
督
上
不
便
少
な
か
ら
ず
。
（
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
は
補

助
の
効
果
を
上
げ
る
の
妨
げ
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
造
林
費
賦
課
の
よ
う
に
間
切
、
村
に
よ
り
ま
ち

ま
ち
で
、
そ
の
甚
だ
し
い
の
は
同
じ
住
民
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
地
人
は
そ
の
義
務
を
負
い
居
住
人

は
義
務
を
免
れ
る
と
い
う
の
は
穏
当
な
や
り
方
で
は
な
く
、
監
督
上
も
不
便
が
あ
る
）

　

し
か
し
て
造
林
の
方
法
手
続
に
至
り
て
は
非
難
す
べ
き
点
甚
だ
多
し
︒
こ
れ
等
の

改
善
策
は
更
に
杣
山
地
方
の
経
済
事
情
と
林
地
の
実
況
を
調
査
す
る
を
待
ち
て
他
日

の
考
究
を
期
す
べ
し
︒
（
そ
し
て
造
林
の
方
法
や
手
続
き
に
至
っ
て
は
、
よ
く
な
い
点
が
非
常
に
多

い
。
そ
の
改
善
策
に
つ
い
て
は
杣
山
地
方
の
経
済
事
情
と
林
地
の
実
情
調
査
を
行
な
っ
た
上
で
、
別
の

機
会
に
検
討
す
る
）
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「しまふとぅば」ぬくとぅ　74

　50年前の 1972 年 5月 15 日にアメリカの施政権下にあった沖縄（琉球政府）が日

本の施政権下の「沖縄県」になった。「沖縄県」になる前後数年間は世替わりで、まさしく沖

縄が大きく揺れ動いた時代であった。那覇市にある与儀公園をはじめとして多くの場所で数万

人規模の集会やデモ行進等が行われた。学生運動も大きく盛り上がった時代であった。革マル

派、中核派、民青（民主青年同盟）等々の派閥が盛んに活動をしていた。当時学生であった私

も多くの集会やデモに参加した。騒然とした沖縄の社会情勢の中で、デモや学生運動の内ゲバ

等で数名の犠牲者も出た。

　与儀公園で行われた 5万人規模の集会の後、牧港（？）にあるアメリカ領事館までのデモ行

進になり、私のいる隊列が安謝に差し掛かったころ異常な事態になった。前の方で行進してい

る人々が血相を変えて逃げ回っていた。その先を見ると機動隊が警棒を振りかざして迫ってき

たので事情を把握できないまま皆我先にと逃げ回った。私も安謝の横道に入り必死に走って難

を逃れた。そのあとは暗い夜道を安謝から首里崎山町の間借先に徒歩で帰ったが道順は記憶に

なかった。翌日の新聞に領事館前で学生と機動隊が激突し機動隊の 1人が死亡したことを知っ

て前日の機動隊の行動が理解できた。

　当時の琉球大学は龍潭の池の側に男子寮があったが、そこでは学生同士の内ゲバがあり 1人

が 3階から投げ落とされて死亡した。また私の友人であった名護出身の学生が講義中に人違い

で襲われて死亡した。更にある日「お前が米須か！」と数名の学生に襲われそうになったが学

部の先輩が来て「米須違いだ」と言って助けられた。学部同級生に中部出身の革マル派に属す

る「米須」がもう一人いた。寸前のところで名護の友人のように人違いで襲われるところだっ

た。等々・・・50年前の騒然としていた沖縄の姿が昨日のことのように思い出される。

　～～　あきよ沖縄や　世定みがやゆら　荒波ぬ歴史　沈い浮ちゃい　～～

うみがーみー

　シークヮーサーも香り始め、 大宜味にも春がやってきました。 春は生きものたちがイキイキする季節。 ヤンバルクイナやノグチ
ゲラ、 アカヒゲなどの野鳥たちも繁殖期に入り活動的になります。 暖かくなると嬉しいですね～。

今月の生きもの チョウゲンボウ：ハヤブサ科

　こんにちは♪私チョウゲンボウです。鳩くらいの大きさ

のかわいいハヤブサの仲間です。私は開けた場所が好き。

時々畑や草地にいる小型のネズミやセズジツチイナゴ等の

大型のバッタをホバリングしながら狙います。あまり気づ

かれていないかもしれないけど、喜如嘉や結の浜みたいな

開けたところにいるんです。冬鳥なので私と会えるのはあ

と少し。意外と身近にいるから探してみてね。
撮影：村山望

１日（火）区長会　県立高校卒業式

５日（土） ﾐﾆﾊﾞｽｹ県ｵｰﾙｽﾀｰGAME ～６日

８日（火）（小）学級保護者会

県立高校入試①（国・理・英）

９日（水）県立高校入試②（社・数・面接）

12日（土）（中）卒業式

14 日（月）（中）振替休日（3/12 卒業式）

15 日（火）県立高校合格発表

16 日（水）（園）卒園式（５歳児）

17 日（木）（小）卒業式

18 日（金）（小・中）修了式・離任式 PTSA 送別会

21 日（月）春分の日

24 日（木）定例教育委員会議

30 日（水）（園）修了式（０～４歳児）

３月 13 日

サンドイッチデー


